


安全にお使いいただくために

●シャッターのご使用前に「ご使用上の注意」をよくお読みいただき、理解

　してからご使用ください。

●本取扱いの手引書は、安全にご使用いただくために特に大切な「お知らせ」

　には、次のようなシンボルマークとシグナル用語が使用されています。

取扱いを誤った場合に、使用者または不特定多数の第三者

が、軽傷を負うか、または物的損害のみが発生する危険の

状態が生じることが想定される場合を示しています。

本文では以下のように使用します。

シンボルマーク シグナル用語

基本的な注意事項

次の注意事項を守ってご使用ください。注意事項を守らないと

けがや事故につながる恐れがあります。

●シャッター開閉中は、顔や手を出したりシャッター
　の下に物を置いたりしないでください。シャッター
　にはさまれてけがをする恐れがあります。特にお子
　様にはご注意ください。

したがうべき指示

「シグナル用語」に続く指示を十分守らないと、人身事故につながることに
なります。
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１．製品の概要

－各部の名称とそのはたらき－

本体外観

スラット

シャッターの扉本体

です。

上げ（開）下げ（閉）

により開閉します。

シャッターボックス

巻き込んだスラットを

収納します。

幅木

スラット最下部に付き

錠を内臓しています。

ガイドレール

スラットの左右の端

を支持し、開閉時の

案内をします。

サッシ障子 サッシ枠

シャッター錠
幅木の内観視左側にあります。

本体内観幅木ロック部（シャッター錠）

解錠レバー

操作ひも

シャッターを下まで降ろすと、自動的にロック（施錠）されます。
また、左右の解錠レバーを→（矢印）の方向に倒すか操作ひもを
上部に引くと、解錠され、シャッターを開けることができます。
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シャッターを開ける時のお願い

幅木 マグネット部

操作ひものマグネット部をスラットに貼り付けたま
まシャッターを巻上げないでください。
幅木に手が届かない場合などに、操作ひもを引いて
下降させる（閉じる）ことができなくなります。

シャッターを開ける（巻上げる）時は、操作ひもの
マグネット部を、錠本体に貼り付けてください。

開

開



２．　ご使用上の注意

●この章に記載されている内容をよくお読みいただき、完全に理解したうえでシャッター
　をご使用ください。

●この取扱いの手引書は、必要なときにいつでも取り出してお読みいただけるよう大切に
　保管してください。

●シャッター錠に書かれている取扱いの注意事項と、この取扱いの手引書に表示されてい
　るすべての注意および指示に必ずしたがってください。

シャッター錠の取扱いの注意事項について

シャッターの急な開閉は故障の原因になりますので、幅木の錠付近より中央

部側を持ってゆっくりと上げ（開）下げ（閉）をしてください。

強風時は、安全の為、シャッターを閉め、サッシを

閉めて下さい。（サッシは、サッシ錠（クレセント）

も施錠してください）

基本的な注意事項

次の注意事項を守ってご使用ください。注意事項を守らないと
けがや事故につながる恐れがあります。

●シャッター開閉中は、顔や手を出したりシャッター
　の下に物を置いたりしないでください。シャッター
　にはさまれてけがをする恐れがあります。特にお子
　様にはご注意ください。

●シャッターの分解、改造は絶対にしないでください。分解、改造が原因で思わ
　ぬ事故になる恐れがあります。

●シャッターボックスは変形しやすいので、はしごをかけたり上に乗ったりしな
　いでください。落下してけがをする恐れがあります。

●シャッターには、物をぶつけたりしないでください。変形して動かなくなる恐
　れがあります。

●おやすみ又は外出の際は、防犯上、シャッターの錠をかけて、内側のサッシ錠
　（クレセント）もかけてください。また、強風時にも同様、サッシ錠（クレセ
　ント）をかけてください。

●常時シャッターを使用しない場合でも少なくとも1ヶ月に２～３回は開閉して
　ください。長期間動かさないとスムーズに動作しなくなる恐れがあります。
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３．ご使用方法

開閉操作方法

開ける時

１ 錠を開ける

左右の解錠レバーを→（矢印）の方向に倒

すか操作ひもを上部に引くと、解錠されます。

シャッターの解錠時 シャッターを閉じた状態

※解錠後はレバーから手を放しても操作できます。

（閉じた状態では、操作ひもをスラットに貼付けておくと便利です）

２ 幅木の錠付近より中央部側を持っ

　て、ゆっくりと持ち上げてください。

※幅木の端部を持って開閉すると作動不良の原因につなが

　ります。正しい使い方でシャッターを開けてください。

※急に開けるとシャッターが動かなくなる場合があり

　ます。その場合は、いったんシャッターを下までゆ

　っくり降ろして、再度ゆっくりと上げてください。

閉める時

１ 幅木の錠付近より中央部側を持って
　ゆっくりと降ろしてください。

※幅木の端部を持って開閉すると作動不良の原因につながり

　ます。正しい使い方でシャッターを閉じてください。

※幅木に手が届かない場合は、シャッ

　ター錠のひもを引いてください

２ 幅木が下まで（下枠から10cm程度）
　まできたら、やや強めに降ろしてく
　ださい。自動で施錠されます。

※シャッター開閉中は、顔や手を出したりシャッタ

　ーの下に物を置いたりしないでください。シャッ

　ターにはさまれてけがをする恐れがあります。

　特にお子様にはご注意ください。
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取外す時

①落とし錠を上げ解錠し、中柱の
　下部を室外側へスライドさせます。

落とし錠

中柱

受け金具

下枠

落とし錠

受け金具

上げる

中柱断面

下枠

支持金具

フック

中柱

レール溝

シャッター内観

②中柱の上部を下に抜きます。

※中柱上のフックを上枠下面の支持金具から
　抜くようにしてください。
　

取付ける時

①中柱の上部を上枠下面の支持金具に
　差しこみます。

※中柱上部のフックは支持金具に、幅木の端部はレール溝に
　差し込むようにしてください。

②中柱の下部を室内側へ受け金具に
　当たるまでスライドさせます。
　落とし錠を下げて施錠します。

落とし錠

受け金具

下げる

中柱断面

下枠

シャッター内観

支持金具

フック

中柱

レール溝

中柱

落とし錠

下枠

受け金具

中柱の取扱い方法

本製品は開口が12尺の場合、シャッター中央に中柱が
付いています。中柱は以下の方法で取外しができます。

下枠
受け金具

中柱

●中柱の取外しは、むやみに行わ
　ないでください。

●シャッターご使用の際は、必ず
　中柱が確実に取付けられている
　ことをご確認ください。

中柱を取付ける際は、必ず以下のことをご確認ください。

●中柱上部のフックが上枠下面の支持金具に確実に差し込まれていること。

●中柱下部の落とし錠が下枠の受け金具に確実に掛かっていること。
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